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●
隈く
ま

研け
ん

吾ご

と
丹
下
健
三

　
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
と

な
る
新
国
立
競
技
場
の
設
計
は
、
隈
研
吾
氏
の
案
に
決
ま
り

ま
し
た
。
隈
氏
は
亀き

老ろ
う

山さ
ん

展
望
台
（
吉
海
町
、一
九
九
四
年
）

を
設
計
し
た
建
築
家
で
も
知
ら
れ
、
そ
こ
は
し
ま
な
み
海
道

を
代
表
す
る
全
国
区
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
そ
の
隈
氏
が
建
築
家
を
志
そ
う
と
し
た
転
機
が
、
小
学
四

年
生
の
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
東
京
五
輪
で
見
た

代よ

よ々

木ぎ

第
一
体
育
館
で
し
た
。
同
館
は
屋
内
総
合
競
技
場
と

し
て
使
用
さ
れ
、
東
大
寺
を
意
識
し
た
二
重
の
吊つ

り
構
造
な

ど
に
、
日
本
の
伝
統
が
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
世
界
が

注
目
す
る
祭
典
で
、
同
館
は
日
本
の
近
代
建
築
の
レ
ベ
ル
を

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
た
最
高
傑
作
と
も
評
さ

れ
、
こ
の
設
計
者
こ
そ
丹
下
健
三
（
以
下
、
健
三
）
で
し
た
。

●
丹
下
家
と
今
治
経
済
界

　
健
三
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
父
・
辰と
き

世よ

が
勤
め

る
住
友
銀
行
の
関
係
で
、
大
阪
府
堺
市
に
生
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
、
父
の
転
勤
で
中
国
へ
と
渡
り
、
物
心
つ
い
た
と
き
は

上
海
の
イ
ギ
リ
ス
租そ

界か
い

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
自
伝
『
丹
下

健
三
〜
一
本
の
鉛
筆
か
ら
〜
』（
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、

そ
の
景
観
は
ロ
ン
ド
ン
の
町
並
み
に
酷こ
く

似じ

し
、
洒し

ゃ

れ落
た
印
象

は
生
涯
そ
の
記
憶
の
な
か
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
一

転
、
健
三
が
小
学
二
年
生
の
と
き
、
父
は
同
行
を
辞
め
て
郷

里
・
今
治
へ
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
丹
下
家
は
今
治
藩
士
族
の
出
で
、
父
の
兄
・
辰
雄
は
今
治

商
業
銀
行
（
以
下
、
今
商
）
と
㈱
興

こ
う
ぎ
ょ
う
し
ゃ

業
舎
の
重
役
を
兼
ね
る

今
治
経
済
界
の
要
職
に
あ
り
ま
し
た
。
今
商
は
今
治
地
方
最

大
の
金
融
機
関
で
、綿
織
物
業
が
盛
ん
な〝
四
国
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
・
今
治
〞の
経
済
を
下
支
え
し
て
い
た
の
で
す
。一
方
、

今
治
歴
史
散
歩

興
業
舎
は
西
日
本
有
数
の
綿
ネ
ル
会
社
で
、
オ
ー
ナ
ー
の
柳

瀬
家
が
信
頼
を
寄
せ
る
の
が
辰
雄
で
し
た
。
た
だ
、
辰
雄
が

大
正
六
年
に
病
没
す
る
と
、
周
囲
の
期
待
も
あ
っ
て
か
、
そ

れ
ら
の
業
務
を
辰
世
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
健
三
は
大
正
十
五
年
に
今
治
第
二
尋
常
小
学
校
を
卒
業

し
、
旧
制
今
治
中
学
校
へ
進
学
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年

に
飛
び
級
で
旧
制
広
島
高
校
へ
進
学
す
る
ま
で
の
多
感
な

少
年
時
代
を
今
治
で
過
ご
し
ま
す
（
螢
雪
会
名
簿
で
は
今
中

二
十
五
回
生
、昭
和
六
年
三
月
卒
業
）。
建
築
家
を
志
す
き
っ

か
け
は
、
広
島
高
校
時
代
に
近
代
建
築
の
巨
匠
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
ェ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
し
た
。

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
二
十
回
は
、

今
治
市
が
世
界
に
誇
る
建
築
家
・
丹
下
健
三

氏
（
一
九
一
三
〜
二
〇
〇
五
）
を
紹
介
し
、

氏
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
こ
ろ
の
今
治
を

歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
回
　
丹
下
健
三
と
今
治

〈今治歴史散歩〉

丹下健三

日銀の特別融資を今治港桟橋で受け取る丹下辰世（前列右端）
［写真／伊予銀行所蔵］
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当
時
の
今
治
は
、
大
正
九
年
に
四
国
で
六
番
目
、
愛
媛
で

二
番
目
の
市
制
を
し
き
、
同
十
一
年
に
は
四
国
初
の
開
港
場

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
四
国
有
数
の
商
工
都
市
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
十
三
年
の
国
鉄
今
治
駅
開

業
に
合
わ
せ
、駅
と
港
を
結
ぶ
一
〇
間
幅
の
街
路
〝
広
小
路
〞

の
整
備
に
も
着
手
し
、
都
市
計
画
に
も
と
づ
く
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
後
に
健
三
は
都
市
計
画
家
で
も
名

を
馳
せ
ま
す
が
、
そ
の
素
地
は
少
年
時
代
の
記
憶
に
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
昭
和
二
年
に
全
国
で
吹
き
荒
れ
た
金
融
恐
慌
で
、

辰
世
の
今
商
は
七
か
月
間
の
休
業
に
陥
り
ま
す
。
綿
糸
相
場

の
暴
落
が
大
き
な
引
き
金
と
な
っ
た
の
で
す
。
重
役
陣
は
私

財
を
投
げ
出
す
な
ど
し
て
、
日
銀
か
ら
の
特
別
融
資
を
取
り

つ
け
、
父
は
常
務
取
締
役
の
立
場
で
再
建
に
も
か
か
わ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
二
十
年
八
月
二
日
に
病
で
亡
く
な
り
、

そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
健
三
（
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
大
学

院
生
）
が
今
治
へ
急
行
す
る
際
、
尾
道
で
広
島
の
原
爆
投
下

を
知
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
帰
宅
し
て
待
っ
て
い
た
の
は
母
・

テ
イ
の
死
で
し
た
。
五
日
深
夜
か
ら
六
日
未
明
の
今
治
空
襲

で
自
宅
（
別べ

っ

く宮
地
区
）
は
焼
失
。
こ
の
空
襲
で
テ
イ
を
含
め
、

少
な
く
と
も
四
五
四
名
が
亡
く
な
り
、
市
中
心
市
街
地
の
多

く
が
焼
野
原
と
な
り
ま
し
た
。

●
〝
世
界
の
タ
ン
ゲ
〟
と
今
治

　
敗
戦
後
、
今
治
市
は
市
役
所
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
基
点
と
す

る
戦
災
復
興
都
市
計
画
を
進
め
、
広
小
路
は
現
在
の
二
〇
間

幅
（
三
六
ｍ
）
に
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
被
爆
地

の
広
島
で
は
、
平
和
記
念
公
園
の
設
計
を
健
三
が
手
が
け
、

原
爆
ド
ー
ム
の
保
存
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
平
和
記
念
資
料

館
（
一
九
五
二
）
は
、
打
ち
っ
ぱ
な
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

垂
直
（
柱
）
と
水
平
（
梁は
り

）
の
美
学
が
表
現
さ
れ
、
世
界
を

驚
か
せ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
治
市
は
新
し
い
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新

庁
舎
・
公
会
堂
の
設
計
を
健
三
に
依
頼
し
、
昭
和
三
十
三

（
一
九
五
八
）
年
に
そ
れ
ら
は
竣
工
し
ま
す
。
公
会
堂
は
、

折
り
紙
の
よ
う
に
折
れ
曲
が
っ
た
折せ
っ
ぱ
ん板
構
造
の
壁
と
屋
根
に

特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
民
会
館
（
一
九
六
五
）・
市
庁
舎

別
館
（
一
九
七
二
・
一
九
九
四
）
や
愛
媛
信
用
金
庫
今
治
支

店
（
一
九
六
〇
）・
常
盤
町
支
店
（
一
九
六
七
）、
今
治
商
工

会
議
所
・
今
治
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
一
九
八
五
）

も
健
三
の
設
計
で
す
。
後
に
、
健
三
は
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
さ
れ
る
〝
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
〞
を
日
本
人
で
初
め
て
受

賞
し
ま
す
が
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
に
は
今
治

市
か
ら
名
誉
市
民
を
授
与
さ
れ
ま
す
。
健
三
は
平
成
十
七

（
二
〇
〇
五
）
年
に
九
一
歳
で
亡
く
な
り
、
葬
儀
は
自
ら
が

設
計
し
た
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
で
い
と
な

ま
れ
ま
し
た
。

〈今治歴史散歩〉

昭和55（1980）年11月、市民有志主催の文化勲章受章記念祝賀会に出席するため、
今治へ帰省した丹下健三。母校の美須賀小学校児童が今治港でお出迎え

［写真／今治市立吹揚小学校提供］

丹下建築が群をなす今治市役所本庁舎周辺


